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要旨 
家庭における固形廃棄物管理は、経済発展、⼈⼝増加、消費パターンの変化に伴い、世界
的な関⼼ごととなっている。特にネパールのような開発途上国や低所得国の⼤都市ではよ
り深刻となっており、⾸都カトマンズ市の都市環境を健全で持続可能なものとして維持す
るためには、住⺠の廃棄物、またその管理に関する思考や⾏動をどのように変化させるこ
とができるかを理解することが重要となる。本研究は、固形廃棄物の中でも特に可燃性廃
棄物に焦点を当て、「フューチャーデザインという⼀連の仕組みの導⼊により、カトマン
ズ市⺠はより持続可能な可燃性廃棄物管理をする様になる」を仮説として設定し、検証す
る。(1)ベースライン、(2)フューチャーデザイングループの 2 つのトリートメントの下、
オンラインフィールド実験を実施し、統計分析の結果、ベースラインに⽐して、フューチ
ャーデザイングループの⽅が 1 ⽇ 1 ⼈当たりの可燃性廃棄物の排出量が減少することがわ
かった。本研究の結果は、家庭における可燃性廃棄物管理において、フューチャーデザイ
ンを導⼊された家庭はベースラインの家庭に⽐して、1 ⽇ 1 ⼈当たりの可燃性廃棄物排出
量が減少することを⽰している。 
 


